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	　本研究の成果のうち、特に遺伝子導入のためのウイルスベクターを簡便に濃縮できる技術は、21世紀の本県の将来を担う｢再生医療｣というテーマに貢献できることはあきらかである。また、トリインフルエンザウイルスの検査法に関するデータは３月に得られたため、当初の目標であった今年度内の兵庫県内の養鶏場と連携は行えていないが、来年度に、兵庫県内または鹿児島県内の養鶏場と連携を行い、万一トリインフルエンザウイルスが流行しても風評被害を最小に出来るような体制の構築を目指していく予定である。また、新型インフルエンザウイルスの超高感度迅速分析法の開発についても技術展開し、公衆衛生など地域社会に貢献する。

